
筆者が所属する東京外国語大学では、多文化共生社会
の構築をめざし、さまざまな社会連携に取り組んでいる。
そのうちの 1 つが、大学が位置する東京都・府中市との
相互友好協定であり、2006 年の連携締結以降、学術研
究の向上および地域社会の発展に寄与することを目的と
して、国際化や人材育成などにおいて連携を図っている。

筆者は大学において、「言語的マイノリティを通訳・翻
訳面から支援することによって、ホスト社会につなげる橋
渡し役」とされる「コミュニティ通訳」の研究・教育を
担っている。その一環として、学部生向けの開講科目「イ
ンターンシップ」がある。この授業は府中市役所および府
中国際交流サロンとの協働により開講されており、毎年選
定されたテーマに沿い、春学期には学生が府中市内に暮
らす外国人住民らとの「交流会」を企画・運営するほか、
秋学期には「外国人のための生活便利帳」（以下、便利帳）
の作成にあたっている。「やさしい日本語」で書かれた便
利帳は、冊子として広く府中市内で配布されるほか、市役
所の Web ページ※でも公開されており、「子育て」「防災」

「ごみ出し」「高校進学」「部屋探し」など外国人住民の暮
らしに特に密着したテーマに基づき、作成を重ねている。

新型コロナウイルスのまん延により、本学も他大学と
同様、対面形式と遠隔形式を並行しつつ、授業運営に当
たることとなった。「インターンシップ」においても、
2021 年度も一部で Zoom を活用しながら、サロンの
日本語学習ボランティアや外国人住民らとともに、便利
帳作成に向けたアンケート調査に加え、合同検討会や意
見交換会などをオンライン上で積極的に進めている。

2021 年度の便利帳のテーマは「府中のさんぽみち」
である。コロナ禍においても、密を避けて楽しむことがで
きる市内の散歩スポットを外国人住民に紹介したいとの
願いによるものである。ニューノーマルな授業方式により

作成された、ニューノーマルな時代に適った便利帳の完
成が今から待ち遠しい。完成は、春先を予定している。
※府中市「外国人のためのやさしい生活便利帳」

�https://www.city.fuchu.tokyo.jp/bunka/bunka/
kokusaikoryu/seikatsujoho/seikatsu/yasashiibe
nricho/index.html
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